










利用者 アセスメ ン トとネッ トワークづ くり
町田　徳子1)　 田中　貴子2)前 中　貴次2)
　　 　　　 　　　 　　 　1)デ イサービスはっこう
　　 　　　 　　　 　　 　2)八 甲学園





達障害 も併せ持 たれている方が多 く、これ らの障害は、
ともに「目に見 えない障害」である。私たちが携わってい












め られるお子 さんへ 「PEP-R(教 育診断検査)」 と
「AAPEP(青 年 ・成人期心理教育診断評価)」 を用い
た。結果、本人の自閉症特有の学習ス タイルや行動の特
徴、発達のアンバランスさを明らかにした。
　また、ネットワークづ くり(報 告会など)で 、ニーズ
と現状での療育ポイン ト(で きそうなところ)を 確認 し、
発達課題や将来必要と思われるスキル ・環境 ・配慮へ結
びつける手立てを模索 ・検討 した。
1.事 例A　 3歳9ヶ 月　 男児　広 汎性発達 障害
1)ア セス メン ト(フ ォーマ ル ・インフ ォーマル)
　 平成18年11月(本 人2歳8ヶ 月時)に 教育診
　 断検査(PEP-R)を 実施 した。
2)ネ ットワークづ くり






標 として挙が り、家庭 ・デイサービス・通園施設 ・言
語訓練機関(ク リニック)・幼稚園 ・他福祉機 関で役
割分担を図り、支援計画へ反映させた。
3)再 アセスメント(フ ォーマル ・インフォーマル)
　 平成19年9月(本 人4歳6ヶ 月)教 育診断検




　 再 アセスメ ン ト結果 を基 に、検査者 ・保護者 ・
他通 園施設 ・幼稚 園 ・発達障害者支援セ ンター ・
他福祉機関の職員 を集め、現状 についての情報交
換 と今後の支援 目標 について話 し合った。 この際、
箸使用への移行 について話題 とな り、結果、時期
尚早 とい うことで、段 階を踏んで箸使用へ辿 り着
くよう支援計画を見直 した。 また、模倣 スキルの
伸 びが検査か ら確認 され、報告 した ところ、全て
の機 関で意見が一致 した。伝 えるべ きことについ
ては、支援者が一度演 じて見せ ることで理解 しや
すい ということを再確認 しあった。
2.事 例B　 17歳1ヶ 月　 男　 知的障害　 自閉性
障害傾向あ り
1)ア セスメン ト(フ ォーマル ・インフォーマル)
　 平成19年9月 に青年 ・成人期心理教育診断評
価(AAPEP)を 実施 した。
2)ネ ットワークづ くり
　 検査結果 を基 に、検査者 ・保護者 ・学校教諭 ・ケー
ス担当者で話 し合い を実施 した。なかで も、金銭
－81－
理解の未熟 さ(細 かいお金 を組み合わせた買い物)
やコミュニケーションでの蹟 き(壁 へ向かって要
求す るな ど)が 見 られ、家庭 ・学校 ・当施設で役










りも、アセスメン ト(検 査 なと)の 結果が、保護者を始
め、他機関 とのコミュニケーションッールとな り、本人
を中心に据えた話 し合いがより深 まった。




　お子 さんの将来を考 える上で、「仲 間づ くり」⇒ 「シ
ステムの構築 」が必要不可欠である。家庭 ・学校 ・福祉




が生 きやすい世界(地 域)に なると考えられる。
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